












































































































































































































































































収入満足 仕事満足 余暇満足 0，207

































































































































































































































































































































































































中の上層 　％W5．7 　％O 　％V6．8 　％O 　％V5．0 　％O
中の中層 38．4 24．7 54．5 12．2 44．9 16．9
中の下層 13．0 60．8 25．7 33．8 21．347．8






















中の上層 　％W5．7 　％P4．3 　％V6．8 　％Q3．2 　％V5．0 　％P5．0
中の中層 63．1 36．9 66．7 33．3 6L8 38．2
中の下層 73．8 26．2 59．5
??。??
69．1 30．9
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きく，この要素が生活満足総量の大きさを大きな重みで規定する事を示している。第ll主
成分は，収入一くらし満足が大きいほど，小さな値をとり，労働一余暇のモメント，とり
わけ余暇満足量：が大きいほど大きな値となることがわかる。
　次に，我々はこれらの主成分の因子スコアを階層的地位によってブレークダウンしてみ
た。図15は各層の平均値を第1主成分・第［主成分の平面上に位置づけてみたものである。
取り扱った層は，生活階層帰属意識，収入階層，入並みくらし指数による消費階層，職業
階層および政党支持である。この図から生活満足のあり方で近い各層を下りにグループ分
けしてみると，表12のような分類をうる事ができた。
　表12によって我々は以上の分析の総まとめを次のように行なうことができるように思う。
　第一に，第1主成分，すなわち意識される生活満足量が大きいか小さいかによって，生
活階層帰属が「中の中」以上層と，「中の下」以下層に区別されている。これは第1主成分
の要素の重みづけからして，収入一くらし満足の大きさによって基本的に区分され，これ
らの要素によってこの両者が断層をもつといえた。我々のサンプルに支配的な中間的な二
層についていえば，同じ中聞的帰属層とはいえ，内容的には，中流意識尺度としてのくら
しむきに満足できるか否かの基本的相異が，この中間的二層を区別しているのである。
　第二に，職業諸階層の中流化の基本的区分が，第1主成分によって与えられているとい
ってよいだろう。中流化の程度の高い職業階層は，個人企業主，サービス自営業主，専門
表12　主成分得点による各層の中流意識類型分類
労働一余暇満足が高い 労働一余暇満足が低い
生 軍：入・警官，管理的公務員 個人企業主，サービス自営業主???
会社役員，専門的技術的労働
ﾒ 専門的技術的自営業主?ﾌ中，中の上，600万以上層
量 民社党，新自由クラブ支持者 自民党支持者?
?
事務従事者，販売労働者 鉱工臨通自営業主???
生産的労働者
?ﾌ下，下，400万未満層
販売自営業主
Tービス労働者
量 社会党，社民連支持者 公明党・共産党支持者
小 支持なし層
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的技術的自営業主などや，軍人・警官，会社役員管理的公務員などであり，中流化の程度
の低い職業階層は，事務従事者，販売労働者，生産的労働者や，上記以外の自営業主など
である。
　第三に，このような第1主成分ではとらえきれない中流意識の特色が，第ll主成分によ
って与えられている事がわかる。このeg　ll主成分による階層区分は，基本的に，いわゆる
給与所得者と自営業主の区分に対応するように思える。すなわち，給与所得者たちは，労
働一余暇満足の高さによって特色づけられ，重みづけからすると，余暇満足の大きさがと
りわけ重要であって，このモメントの補完的作用が中流意識の重要なモメントをなしてい
る。これに対して，自営業主など釜中聞層についていえば，労働一余暇満足は比較的低く，
収入一くらしむきのモメントが中流意識の中で大きな重みを示していると考えられよう。
　第四に，しかし，生活満足総量の大きさ，したがって，また収入一くらしむき満足の大
きさが，この第ll主成分の区分の中でも更に二つのタイプを分割している。労働一余暇満
足が比較的きいている給与所得者層において管理的職業従事者や専門的・技術的サラリー
マンなどの上層サラリーマン層と，事務労働者，販売労働者，生産的労働者などの一般給
与所得者層が区分され，前者は基本的に中流意識の高い層，後者は中流意識の低い層とし
て区別されるといえるだろう。同様に，自営業主脚についても，中流意識の高低によって
二類型が区分されるといえるようだ。
　第五に，政党支持と職業階層の中流化のあり方とのあいだに，表であたえられるような
一定の関連があるのではないかという事を考えてみたい。この表ではそれぞれのセルに入
った政党支持者と職業階層は同一の中流意識タイプをもっているという相関があるのでは
ないかという事が示唆されている。しかし，この点についていえば，これまでの分析は何
もその内容を云々する材料を示しえていない。我々は本表だけから，この重要なテーマに
ついて何らかの示唆をひき出す事を避けておきたい。実際，たとえば，自民党支持者は，
各職業階層から万遍なく多数の支持者を得ており，生活満足意識や中流意識のみから各政
党支持層との関連を論ずることはできない。我々の調査項目には，社会体制の幾つかの次
元についての満足＝肯定度をはかる質問が含まれていた。それによると生活満足意識→社
会体制肯定度沸政党支持のあいだに一定の関連がみられたのであるが，しかし，政党支持
については，こうした意識要因の説明力は必ずしも大きいとはいえないのではないかと思
われることを附加して，この点についての報告は，ここでは避けておくことにしたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（完）
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